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日本人口学会会長 稲葉寿（東京大学） 

 

大会運営委員会 和田光平（中央大学） 阿部正浩（中央大学） 松浦司（中央大学）  

鈴木俊光（中央大学） 佐藤龍三郎（中央大学）  

 

大会企画委員会 中澤港（委員長 神戸大学）林玲子（副委員長 国立社会保障・人口問題研

究所）小池司朗（国立社会保障・人口問題研究所）小西祥子（東京大学）高橋美由紀（立正

大学）和田光平（中央大学）久井情在（幹事 国立社会保障・人口問題研究所）吉田航（幹

事 国立社会保障・人口問題研究所） 

 

 

 

〈大会前日 2024 年６月７日（金）〉 

 

第 8 回「地方行政のための GIS チュートリアルセミナー」 

GLOBAL GATEWAY CHUO（中央大学多摩キャンパス グローバル館）7 階ホール 

※本大会の会場とは異なりますのでご注意ください。 

14:00〜17:00 

組織者：小池司朗（国立社会保障・人口問題研究所）・井上孝（青山学院大学） 

座長：草野邦明（群馬大学） 

1) 川瀬正樹（広島修道大学）「無料で使える GIS と GIS リカレント講座の紹介」 

2) 川村壮（北海道立総合研究機構北方建築総合研究所）「GPS データを用いた津波避難訓

練動画の作成と避難対策の提案」 

3) 長谷川普一（新潟市）「災害対応への GIS 活用事例」 

4) 井上孝（青山学院大学）「「全国小地域別将来人口推計システム」を用いた洪水浸水想

定区域の人口分析」 

 

 

〈第１日 2024 年６月８日（土）午前の部〉 

 

受付 FOREST GATEWAY CHUO ５階 

 

 

会員控室 FOREST GATEWAY CHUO ６階 F603・F604  
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自由論題 A-1 「途上国」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

9:00〜9:40 

座長：未定  

1) 栗田匡相（関西学院大学）・棚橋愛梨咲（関西学院大学）「ネパールの農村における女

子学生の幸福度の要因分析 ―生理の制限に着目して―」 

2) 松浦広明（松蔭大学）「他の人権の下で存在していた人権を新たに認めるという事：ラ

テンアメリカ 15 カ国における憲法上の健康的な環境権の死亡改善効果からのエビデン

ス」 

 

 

企画セッション 2「新型コロナウイルス感染症に関連する死亡分析」 F504（FOREST 

GATEWAY CHUO ５階） 

9:00〜12:00 

組織者：西浦博（京都大学）・石井太（慶應義塾大学） 

1) 西浦博（京都大学）・岡田雄大（京都大学）「死亡者の遺族追跡調査を通じた死亡メカ

ニズムの分解」 

2) 田中宏和（国立がん研究センター）「COVID-19 パンデミックにおけるわが国の死亡率

の動向」 

3) 岡田雄大（京都大学）・西浦博（京都大学）「2019-22 年の COVID-19 流行下の出生時

平均余命の変化」 

4) 石井太（慶應義塾大学）・別府志海（国立社会保障・人口問題研究所）・菅桂太（国立

社会保障・人口問題研究所）・堀口侑（慶應義塾大学・院）「月別に拡張した「日本版

死亡データベース」による死亡率の期待値と実績値の乖離分析」 

5) 林玲子（国立社会保障・人口問題研究所）「2022 年からの死亡増加は突然死の増加に

よるのか」 

6) 別府志海（国立社会保障・人口問題研究所）「新型コロナウイルス感染症の複合死因分

析：2020～22 年」 

7) 菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所）・小池司朗（国立社会保障・人口問題研究所）・

藤井多希子（国立社会保障・人口問題研究所）・石井太（慶應義塾大学）「市区町村別

にみた死亡率は 2020 年以後変化したのか？」 

 

 

自由論題 A-2 「労働と格差１」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

9:50〜10:50 

座長： 未定 

1) 永瀬伸子（お茶の水女子大学）・臼井恵美子（一橋大学）・Ekaterina Hertog（オックス
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フォード大学）・キンセン（お茶の水女子大学・院）「家事・ケアの自動化技術に対す

る消費者需要：現実の労働時間や収入でどう異なるだろうか」 

2) 江天瑶（お茶の水女子大学・院）・永瀬伸子（お茶の水女子大学）・Ekaterina Hertog（オ

ックスフォード大学）・臼井恵美子（一橋大学）・大森義明（横浜国立大学）・Lulu Shi

（オックスフォード大学）「家事・ケアの分担および自動化技術利用に対する消費者需

要：Vignette 調査からみる仮想的な賃金、労働時間、価格変動による選択の影響」 

3) 四方理人（関西学院大学）「日本における相対労働所得移動の研究」 

 

自由論題 B-1 「理論と方法」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

9:50〜10:50 

座長： 未定 

1) 北原昌嗣（総務省統計局）「国勢調査における CANCEIS による不詳補完値の試算」 

2) 影山純二（明海大学）「進化生物学モデルと経済学モデルの比較― 行動の年齢変化を

考える上で ―」 

3) 樊夢麟（京都大学）・西浦博（京都大学）「わが国の自衛隊員の年齢構成の捕捉と予測」 

 

自由論題 A-3 「労働と格差２」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

11:00〜12:00 

座長： 未定 

1) 湊麻紀子（神戸大学・院）「66 年コーホートのライフコース―コーホート効果と機会

の大小―」 

2) 斉藤知洋（国立社会保障・人口問題研究所）「非婚シングルマザーの社会経済的地位と

生活機会」 

3) 野崎華世（大阪経済大学）・何芳（労働政策研究・研修機構）「日本の出生コホート間

の経済格差―「国民生活基礎調査」を用いた考察―」 

 

 

自由論題 B-2 「結婚と性」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

11:00〜12:00 

座長： 未定 

1) 岩澤美帆（国立社会保障・人口問題研究所）・余田翔平（国立社会保障・人口問題研究

所）「1982 年～2021 年における未婚の類型－「前駆型」「解放型」「剥奪型」「離脱

型」の構成変化とその特徴－」 

2) 小島宏（早稲田大学）「20 世紀末の大学生における性行動と「性暴力」被害等の関連」 

3) 松倉力也（日本大学）・森木美恵（国際基督教大学）「性的欲求度と生殖行動の相互作

用について」 
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〈第１日 2024 年６月８日（土）午後の部〉 

 

 

総会・学会賞授与式 F602（FOREST GATEWAY CHUO ６階） 

13:30〜15:20 

 

シンポジウム 「日本におけるマルサス受容と人口論の形成」 F602（FOREST GATEWAY 

CHUO ６階） 

15:30〜18:30 

組織者：佐藤龍三郎（中央大学） 

座長：和田光平（中央大学） 

討論者：林玲子（国立社会保障・人口問題研究所）・廣嶋清志（島根大学） 

1) 吉野浩司（鎮西学院大学）「マルサス人口論はいかに受容されたか：「マルサス生誕 150

年記念講演会」（1916 年）に着目して」 

2) 牧野邦昭（慶應義塾大学）「高田保馬の人口論」 

3) 杉田菜穂（大阪公立大学）「戦前戦中期日本の人口・社会政策論」 

4) 柳田芳伸（長崎県立大学）「戦後日本における人口論の形成―マルサス人口論に対する

南・市原両教授の所論を手掛かりにしてー」 

 

 

懇親会 教職員食堂（１号館２階） 

19:00〜20:30 

 

 

〈第２日 2024 年６月９日（日）午前の部〉 

 

受付 FOREST GATEWAY CHUO ５階 

 

 

会員控室 FOREST GATEWAY CHUO ６階 F603・F604  

 

 

自由論題 C-1 「出生１」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

9:00〜10:00 

座長： 未定 
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1) 仙田幸子（東北学院大学）「女性の職業の妊娠の結果に対する効果」 

2) 小西祥子（東京大学）「妊孕力の変化が出生力に及ぼす影響」 

3) 佐藤一磨（拓殖大学）「出生時の体重は成長後の主観的厚生にどのような影響を及ぼし

たのか」 

 

企画セッション 1「女性の教育とキャリア」 F504（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

9:00〜11:00 

組織者：打越文弥（プリンストン大学） 

座長：ジェームズ・レイモ（プリンストン大学） 

討論者：水落正明（南山大学）・岩澤美帆（国立社会保障・人口問題研究所） 

1) 眞鍋倫子（中央大学）「職業教育と女性の職業キャリア―専門学校卒業者を中心に―」 

2) 麦山亮太（学習院大学）「Educational Differences in Motherhood Penalty on Wage Trajectories 

in Japan」 

3) 佐野和子（滋賀大学）「日本の教育システムと女性のキャリア―ポスト子育て期の有配

偶女性の就業パターンからの知見―」 

4) 木村裕貴（国立社会保障・人口問題研究所）・余田翔平（国立社会保障・人口問題研究

所）「若年未婚女性のライフコース選好と実現見込みの趨勢とその学歴差」 

 

自由論題 E-1 「人口移動」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

9:00〜10:20 

座長： 未定 

1) 水ノ上智邦（就実大学）「地方圏からの進学転出の非経済的要因についての実証分析」 

2) 中川雅貴（国立社会保障・人口問題研究所）・小池司朗（国立社会保障・人口問題研究

所）・藤井多希子（国立社会保障・人口問題研究所）「新型コロナウイルス感染症拡大

期前後の外国人の国内移動― 住民基本台帳に基づく市区町村別データを用いた分析 

―」 

3) 小坪将輝（東北大学・院）・中谷友樹（東北大学）・田淵貴大（東北大学）「日本にお

ける国内人口移動の軌跡とその出生コホート別の差異」 

4) 丸山洋平（札幌市立大学）「移動経験と家族形成規範意識との関係」 

 

自由論題 C-2 「出生２」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

10:10〜11:10 

座長：未定 

1) 増田幹人（駒澤大学）「少子化対策の効果と地域特定要因の検証―都道府県別データを

用いた分析―」 

2) 松田茂樹（中京大学）・鎌田健司（明治大学）「自治体が実施した少子化対策と出生率
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変化の関係」 

3) 薄井晴（筑波大学・院）「都市雇用圏内における出生力の地域差に関する分析」 

 

自由論題 E-2 「地域１」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

10:30〜11:30 

座長：未定 

1) 貴志匡博（国立社会保障・人口問題研究所）「東京圏人口増加市における小地域別の転

入者、転出者の推計―人口移動が活発な小地域の分布と統計的特徴―」 

2) 鎌田健司（明治大学）・小池司朗（国立社会保障・人口問題研究所）・菅桂太（国立社

会保障・人口問題研究所）・山内昌和（早稲田大学）「地域人口の将来の人口増加率の

要因分解と人口モメンタム―地域別将来人口推計（令和 5 年推計）の結果とシミュレー

ション―」 

3) 草野邦明（群馬大学）「4 年齢別人口による東京都区部の住宅地域のクラスタリング－

8 分の 1 地域メッシュによる分析－」 

 

自由論題 C-3 「家族・世帯」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

11:20〜12:20 

座長： 未定 

1) 唐成（中央大学・院）・郭訳臨（中央大学・院）「日本における少子化が家計貯蓄率に

与える影響 ―「日本家計パネル調査」に基づいた分析―」 

2) 鈴木貴士（国立社会保障・人口問題研究所）「妻が 30 歳台核家族の従業上の地位の夫

婦組み合わせ別子ども数―国勢調査を用いた地域別分析―」 

3) 藤井多希子・小池司朗・小山泰代・菅桂太・清水昌人・中川雅貴・大泉嶺・貴志匡博・

久井情在（いずれも国立社会保障・人口問題研究所）「全国世帯推計からみる 2050 年

の世帯構造」 

 

自由論題 D-1 「歴史」 F504（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

11:20〜12:20 

座長： 未定 

1) 津谷典子（慶應義塾大学）・黒須里美（麗澤大学）・石井太（慶應義塾大学）「近世東

北農村における家族形成のパターンと要因」 

2) 黒須里美（麗澤大学）・髙橋美由紀（立正大学）「人口移動と出生：近世東北在郷町出

身者と移入者の比較」 

3) 川口洋（帝塚山大学）「種痘導入期の足柄県における天然痘患者の発生状況（1851-1875）」 
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自由論題 E-3 「地域２」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

11:40〜12:20 

座長： 未定 

1) 坂井博通（埼玉県立大学）「長野県の人口減少に関する世論」 

2) 宋恵嬪（ソウル市立大学）・Seok Jeong（ソウル市立大学）「若者の地方移住及び安定

的な定着のため地域活動家の類型分類」 

 

 

〈第２日 2024 年６月９日（日）午後の部〉 

 

自由論題 F-1 「死亡」 F502（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

13:20〜14:40 

座長：未定 

1) 堀口侑（慶應義塾大学・院）「複合死因データに関するネットワーク分析」 

2) 井川孝之（明治大学）「新型コロナ開始後の死亡変動の構造分析と将来推計への応用」 

3) 逢見憲一（国立保健医療科学院）「国勢調査以前におけるわが国の年齢調整死亡率変化

の死因構造」 

4) 高橋眞一（新潟産業大学）「明治期男女年齢別死亡率の地域パターン」 

 

 

企画セッション 3 「人間の未来」 F504（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

13:20〜15:20 

組織者：小西祥子（東京大学）・梅﨑昌裕（東京大学） 

座長：金子隆一（明治大学） 

1) 小池司朗（国立社会保障・人口問題研究所）「人口の未来」 

2) 梅﨑昌裕（東京大学）「食と健康の未来」 

3) 島津明人（慶應義塾大学）「働き方の未来 －緩境界時代における朗働－」 

4) 小西祥子（東京大学）「産み育ての未来」 

5) 馬場淳（和光大学）「人間観の未来」 

 

 

自由論題 G-1 「東アジア１」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

13:20〜14:20 

座長：未定 

1) 鈴木透（元国立社会保障・人口問題研究所）「近代移行期東アジアの人口指標」 

2) 曺成虎（韓国保健社会研究院）・菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所）「結婚難の
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地域差に関する韓日比較分析」 

3) 可部繁三郎（福井工業大学）「東アジアの少子化と子育て支援策－選択の観点からの考

察－」 

 

自由論題 G-2 「東アジア２」 F505（FOREST GATEWAY CHUO ５階） 

14:30〜15:30 

座長：未定 

1) 丸山士行（曁南大学）・張陽陽（曁南大学）・李安琪（曁南大学）「二人目を望むのは

誰か？  －中国の一人っ子政策緩和の効果－」 

2) 松倉力也（日本大学）・謝餘慶（日本大学）「中国における晩婚化と非婚化」 

3) 梁凌詩ナンシー（日本体育大学）「コロナパンデミック前後における香港の少子化－人

口移動と出生性比の変化－」 

 

 

【研究報告について】 

・自由論題の報告は，1発表あたり報告 15 分，質疑応答は 5 分，合計 20 分です． 

・企画セッションとシンポジウムに関しては，組織者に時間配分を一任します． 

・報告は会場備え付けの PC（PPT、PDF の利用可能な Windows マシン）で行います．デー

タを USB ストレージなどでご持参ください． 

・報告者は休憩時間に PC にデータをセットしてください． 

・レジュメ（配布資料）は各自のご判断でご準備ください．キャンパス内にコピー機はあり

ますが、大会運営スタッフのほうではコピーはいたしません． 

 


